
3.2 将来像 

基本理念を受けて、めざすべき将来像を、 

「環境負荷の軽減に配慮しつつ、由緒ある歴史文化資源と新た

な資産が融合した、憩い・癒し・賑わいある人や生き物にや

さしい堺の海辺」 
としました。 

具体的な内容は以下のとおりです。 

 

 地球温暖化・ヒートアイランド等への対応や再生可能エネルギーの積極的な導入による環境負荷

を軽減できる海辺をめざします。 

 堺臨海部に点在する由緒ある歴史文化資源を有効に活用するとともに、新たな観光資源（施設）

の活用により市民及び来訪者に魅力ある海辺をめざします。 

 人・物・情報が行き交う国際貿易都市として繁栄し、かつては東洋一のリゾート地としてうたわ

れた港を再興し、人々が憩い・癒し・賑わいの場を創出できる海辺をめざします。 

 市民・子どもが海に近づき触れることができ、生物の生息環境を確保するとともに堺の将来を担

う人材を育成できる海辺をめざします。 

 地震・津波等の自然災害や工場災害等からの人々の安全にも配慮した海辺をめざします。 

 

 

3.3 基本方針及びプログラム戦略 

臨海部における課題・要請事項に対応し、将来像を実現するにあたって、以下の４つの基本方針を

掲げ、８つのプログラム戦略（ヘルス・スポーツ・エコ・エンターテインメント・アーバン・エド・

アグロ・テクノツーリズム）により施策を展開していくものとします。 

 

 交流・レクリエーション活動の促進を図るため、かつての「黄金の日々・堺」の再興をめざして、

「臨海部の賑わいづくり」に取り組みます。 

 親水性の向上・水辺環境の改善を図るため、昭和初期までの「白砂青松・茅渟
ち ぬ

の海」の再生をめ

ざして、「海の市民開放」に取り組みます。 

 自然環境の再生・創造を図るため、「自由と自治」の精神を受け継ぐ市民との協働により、「自

然再生を通じた人材育成」に取り組みます。 

 地球環境問題対応への貢献を図るため、「ものの始まりなんでも堺」の精神を継承しつつ、「先

進的な地球環境問題への対応」に取り組みます。 
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【基本方針１】臨海部の賑わいづくり＜黄金の日々・堺の再興＞ 

～歴史文化資源や新たな観光資源を活用し、市内観光ネットワークの一翼を担う 

魅力あるエンターテインメント・アーバンツーリズムの創出～ 

・ 堺市の観光ネットワークのひとつとして、臨海部における貴重な歴史・文化資源や工場群、

J-GREEN 堺などの新たな観光資源を活用した観光振興を推進する。 

・ かつての海辺の賑わいを取り戻すために、商業施設の誘致やイベントの誘致・開催等の仕掛

けにより臨海部への来訪機会を創出する。 

・ 訪れる人が活動・体験の場として活用でき、また憩い安らぐ良好な景観への誘導、視点場の

整備を行う。 

などを通じて、 

臨海部に訪れる市民や来訪者に対して、人々の満足感を満たす高質なサービスとホスピタリテ

ィを提供するとともに、人々の好奇心をくすぐる娯楽や祭事、仕掛けを創造することで、人々

の交流の促進やサービス・リゾート産業の育成を推進することにより、地域の活性化を図るこ

ととする。 

 

【基本方針２】海の市民開放＜白砂青松・茅渟
ち ぬ

の海の再生＞ 

～市民・来訪者が海を眺め、海と触れ合えるアメニティ豊かで、様々なライフスタイル・欲

求を実現することができるヘルス・スポーツツーリズムの創出～ 

・ 環境教育や生涯教育の場、健康維持の場、清掃活動の場などの市民・NPO 活動の場を創出する。 

・ 臨海部までのパブリックアクセスの充実により、市民が安全・気軽に訪れることができる海

辺を創出する。 

・ 公共交通機関の充実のほか、自転車、海上交通などの連携によりアクセス・回遊性を向上す

る。 

などを通じて、 

心や体の健康を維持・増進する上で海が有する様々な効用や資源を活用し、健康や長寿、美し

さへの人々の欲求を満たす活動を展開するとともに、注目を集めるプロスポーツ大会等の誘致

や市民スポーツとの連携などを図ることで、スポーツ・健康産業の育成やマスメディアによる

知名度の向上を推進することにより、地域の活性化を図ることとする。 

 

【基本方針１】臨海部の賑わいづくり＜黄金の日々・堺の再興＞ 

【基本方針２】海の市民開放＜白砂青松・茅渟
ち ぬ

の海の再生＞ 
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【基本方針３】自然再生を通じた人材育成 

＜「自由と自治」の精神を受け継ぐ市民との協働＞ 

～市民・NPO など多様な主体による大阪湾の自然環境の再生・創造や環境・ 

生涯学習を通じた人材育成を展開するエコ・エド・アグロツーリズムの創出～ 

・ 海辺で憩い、楽しみ、海や生き物と触れ合える水辺空間を創出する。 

・ 人が触れ合えるにふさわしい水域、多様な生物が生息できるよう陸域や海域において、様々

な形態の自然環境の再生・創出を進める。 

・ 各種団体と連携し、環境学習や植栽活動等を通じて人材育成や環境意識の啓発を実施する。 

などを通じて、 

地域の大学や NPO・市民団体等の豊富な人材やノウハウを活かし、市民はもとより修学旅行生な

どを対象として海辺を教育の場として活用するとともに、大阪湾の豊富な魚介類を活用した食

文化の形成や漁業体験・ＰＲ活動を図ることで、将来を担う人材の育成や観光・水産業の育成

を推進することにより、地域の活性化を図ることとする。 

 

【基本方針４】先進的な地球環境問題への対応 

＜「ものの始まりなんでも堺」の実践＞ 

～国内外のモデルとなる先進的な環境改善技術の研究・実践を通じ、低炭素都市「クールシ

ティ堺」や循環型社会の実現、更なる市の発展に貢献するテクノツーリズムの創出～ 

・ 地球環境問題に対し、臨海部からも低炭素社会や循環型社会の実現に向けて再生可能エネル

ギーの導入などの積極的な取組みを実施する。 

・ 国内外のモデルとなるような新たな技術やシステムの研究・開発（特に東南アジアへの技術

協力など）や人材の育成を推進する。 

・ NPO や各種団体と連携した自然学習や環境学習を推進する。 

などを通じて、 

全国的な閉鎖性海域の課題である富栄養化や貧酸素化といったデメリットを改善するだけでな

く、魚介類の育成やエネルギー活用などメリットに転換する技術の開発や海外貢献を図ること

で、環境産業の育成を推進することにより、地域の活性化を図ることとする。 

 

本ビジョンで取り扱う「ツーリズム」とは、海の多様な資質を資源化し人材集約型で多様な人の行

動欲求を満足させる産業活動を示すものであり、総てのツーリズムにプロフェッショナルな専門家、

大学、企業、研究所、病院、NPO、NGOなどが運営組織に組み込まれるものです。（詳細は参考資料を

参照） 

 

【基本方針３】自然再生を通じた人材育成 

＜「自由と自治」の精神を受け継ぐ市民との協働＞ 

【基本方針４】先進的な地球環境問題への対応 

＜「ものの始まりなんでも堺」の実践＞ 
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